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11月９日は「119番の日」

昭和62年

(1987年)
も
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開10
紹

式日

周
辺
整
備
に
は
ず
み

　
近
鉄
大
久
保
駅
高
架
化
工
事
の
完
成
を
祝
う
開
通
式
が
、
十
月

二
十
二
日
困
、
午
前
九
時
半
か
ら
大
久
保
駅
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

工
事
は
、
昭
和
五
十
九
年
九
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、
大
久
保
駅
を
中

心
に
前
後
千
五
百
μ
区
間
を
高
架
化
。
こ
れ
に
よ
り
四
ヵ
所
の
踏

切
が
無
く
な
り
、
今
後
、
周
辺
道
路
の
整
備
が
進
め
ば
長
年
の
懸
案

で
あ
っ
た
周
辺
の
交
通
渋
帯
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
工
事
は
、
大
久
保
駅
周
辺
市
街
地
整
備
の
中
核
と
な
る
も
の
で
、

地
域
の
発
展
に
向
け
て
大
き
く
前
進
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｉ
駅
コ
ン
コ
ー
ス
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
す
る
池
本
市
長
（
左

　
か
ら
２
人
目
）
と
荒
巻
知
事
（
左
か
ら
３
人
目
）
ら

　
開
通
式
に
は
、
京
都
府

知
事
、
池
本
宇
治
市
長
を

始
め
、
関
係
者
ら
約
三
百

五
十
人
が
出
席
。
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
・
く
す
玉
開
き
、

花
東
贈
呈
の
後
発
車
し
た
、

京
都
行
政
王
り
記
念
列
車

に
乗
車
し
、
式
典
会
場
へ

向
か
い
ま
し
た
。

　
京
都
で
行
り
れ
た
開
通

式
典
・
祝
賀
会
で
、
池
本

市
長
は
「
大
久
保
駅
付
近

の
高
架
開
通
は
、
市
内
幹

線
道
路
整
備
・
充
実
の
先

駆
け
と
な
り
、
本
市
の
南

の
玄
関
口
と
し
て
の
大
久

保
地
域
の
町
。
つ
く
り
を
進

・
め
る
原
点
に
な
る
も
の
」

と
あ
い
さ
つ
。
都
市
基
盤

整
備
に
向
け
て
の
期
待
を

述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
工
事
完
成
に
よ
り
、

市
の
主
要
な
南
北
幹
線
道

路
で
あ
る
国
道
2
4
号
線
お

よ
び
主
要
地
方
道
宇
治
淀

線
の
交
通
混
雑
が
、
緩
和
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
高
架
区
間
は
、
伊
勢
田
町
南
山

か
ら
城
陽
市
平
川
室
ノ
木
ま
で
の

約
千
五
百
μ
。
こ
れ
ま
で
平
面
交

差
し
て
い
た
伊
勢
田
２
号
・
大
久

保
１
～
３
号
の
四
ヵ
所
の
踏
切
が

無
く
な
り
、
立
体
交
差
と
な
り
ま

し
た
。

　
大
久
保
駅
付
近
高
架
工
事
は
、

都
市
計
画
道
路
宇
治
淀
線
立
体
交

差
事
業
の
内
の
、
近
鉄
大
久
保
駅

周
辺
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
、

昭
和
五
十
九
年
九
月
か
ら
約
百
四

土
八
億
円
（
府
＝
約
九
十
五
億
円
、

市
＝
約
二
十
四
億
円
。
近
鉄
＝
約

二
十
七
億
円
）
を
か
け
て
進
め
て

い
た
も
の
で
す
。

　
今
後
、
周
辺
整
備
と
し
て
国
体

ま
で
の
供
用
に
向
け
て
、
大
久
保

停
車
場
線
を
新
設
。
ま
た
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
ー
道
路
と
し
て
高
架
に

沿
っ
た
近
鉄
側
道
東
線
と
西
線
に

は
、
樹
木
や
花
壇
な
ど
が
整
備
さ

れ
る
予
定
で
す
。
一
方
、
駅
付
近

の
高
架
下
に
は
観
光
案
内
所
を
配

置
。
合
わ
せ
て
集
会
所
、
児
童
遊

▲記念列車の運転士らに花束を贈呈

園
な
ど
公
共
利
用
を
図
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
高
架
化
完
成
に
よ
り
、
本

市
南
部
の
玄
関
口
と
し
て
、
二
十

一
世
紀
を
展
望
し
た
施
設
整
備
を

図
る
大
久
保
駅
前
市
街
地
再
開
発

構
想
の
中
核
と
し
て
、
新
し
い
町

づ
く
口
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

核兵器廃絶平和都市宣言

市議会九月定例会で決議

　
去
る
十
月
八
日
、
九
月
定
例

市
議
会
に
お
い
て
、
核
兵
器
廃

絶
平
和
都
吏
昌
笥
全
会
一
致

で
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
昭
和
三
十
五

年
十
二
月
に
世
界
連
邦
平
和
都

両
１
　
影
決
議
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
時
代
の
進
展
と
共
に
、

今
や
核
兵
器
は
宇
宙
空
間
に
ま

　　　　　　｀核兵器廃絶平和都市宣言

　真の恒久平和は、人類共通の念願である。

　我々は世界最初の被爆国民として、核兵器の恐ろしさ

を身をもって体験している。この地球上に再び広島・長

崎の惨禍を繰り返してはならない。その為にあらゆる国

の核兵器の廃絶と全面軍縮を全世界の人々に訴えるもの

である。

　日本国憲法に掲げられた恒久平和の理念を市民生活の

中に生かし、子々孫々に継承するため、ここに核兵器廃

絶平和都市たることを宣言する。

で
広
が
り
、
そ
の
恐
怖
が
一
段

と
強
ま
っ
て
来
て
い
る
こ
と
か

ら
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
全
面
軍

縮
聚
よ
り
明
確
に
し
た
宣
言
が

新
た
に
な
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
市
に
お
い
て
も
、
こ
の
決
議

教育委員に久保氏を選任

固定資産評価審査委員に平井氏

●
●

●
φ●●●●●●●

を
受
け
て
、
十
月
土
〈
日
に
宣

言
文
を
公
示
す
る
と
共
に
、
本

市
が
「
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
」

で
あ
る
こ
と
を
全
世
界
に
訴
え

る
も
の
で
す
。

　
　
　
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

久
保
一
雄
さ
ん

　
こ
の
ほ
ぺ
九
月
定
例
市
議

会
で
、
久
保
一
雄
さ
ん
（
五
十

歳
）
が
新
教
育
委
員
に
選
任
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

　
久
保
さ
ん
の
選
任
は
、
前
教

育
委
員
の
宮
城
宏
さ
ん
の
辞
任

に
よ
る
も
の
で
、
任
期
は
昭
和

六
十
二
年
十
月
八
日
か
息
〈
十

三
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

　
ま
た
同
様
に
、
九
月
定
例
市

議
会
で
、
十
月
十
五
日
に
任
期

が
満
了
し
た
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
の
平
井
英
夫
さ
ん
（
六

十
一
歳
）
夕
選
任
し
ま
し
た
。

平
井
さ
ん
の
任
期
は
、
昭
和
六

十
二
年
十
月
土
〈
日
か
ら
一
〈
十

五
年
十
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

783

近鉄大久保駅　高架化が完成

第
2
3
全
国
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
　
1
1
月
2
1
（
土
）
～
2
5
日

（
水
）

6
3
年
京
都
国
体
サ
ッ
カ
ー
競
技
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
開
催

太
陽
が
丘
　
西
宇
公
園

火事・救助・救急

局番なし119
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　公民館の所在地

○中央公民館…折居台１の１

　（n@ 14 11）

○宇治公民館…宇治里’尻71の

　9 （n@2 8 0 4）

○木幡公民館…木幡内畑34の

　7 （aR 8 2 9 0）

○小倉公民館…小倉町寺内91

　（OR 4 6 8 7）

○広野公民館…広野町寺山17

　（aR 7 4 5 0）

ら
、
作
る
楽
し
さ
喜
び
を
味
わ
い
、

ゆ
か
い
な
仲
間
が
出
来
れ
ば
い
い

で
す
ね
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
ず
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
左
下
表
、
時
間

は
い
ず
れ
も
午
後
Ｌ
時
半
～
ｔ
時

▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
の
1
8
歳
以
上

の
人
▼
定
員
・
：
2
0
人
（
先
着
順
）
▼

と
こ
ろ
・
・
４
　
　
央
公
民
館
▼
費
用
・
・
・

六
百
円
（
材
料
費
）
▼
持
参
品
・
・
・
彫

刻
刀
（
丸
刀
３
φ
・
６
φ
、
平
刀
３

φ
・
６
φ
、
印
刀
６
φ
、
丸
曲
り
刀

６
φ
、
三
角
刀
４
　
５
φ
）
。
歯
ブ
ラ
シ
、

ぼ
ろ
布
、
物
差
し
、
小
皿
、
鉛
筆
、
水

彩
絵
具
な
ど
▼
指
導
・
・
・
元
行
動
美

術
襲
器
員
、
高
橋
慎
吾
さ
ん
▼

協
力
・
・
・
公
民
館
サ
ー
ク
ル
「
き
つ

つ
き
」
会
員
▼
申
し
込
み
・
・
・
1
1
月

２
日
側
か
ら
中
央
公
民
館
へ
電
話

か
直
接
来
館
で
。
材
料
費
は
当
日

徴
収
し
ま
す
。
持
参
品
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
申
し
込
み
時
に
説
明

し
栄
ｙ
。
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　
木
幡
公
民
館
ま
つ
り

　
第
Ｈ
・
ｍ
部
を
開
催

　
木
幡
公
民
醍
感
動
す
る
サ
ー

ク
ル
や
団
体
、
地
域
謡
錫
す
る

団
体
や
個
人
が
、
日
ご
ろ
の
活
動

成
果
を
発
表
し
示
ｙ
。
五
月
の
第

１
部
に
続
い
て
、
第
Ｈ
・
�
部
は
、

講
演
心
一
や
作
品
展
示
舎
竹
い
ま
７
．

　
地
域
で
の
交
流
か
深
め
合
う
場

と
し
て
、
木
幡
公
民
館
ま
つ
り
へ

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
左
表
▼
と
こ

ろ
・
：
木
幡
公
民
館
。

　
　
　
　
　
　
　
（
木
幡
公
民
館
）

　
年
賀
状
版
画
教
室

　
　
’
手
づ
く
り
ｔ
出
そ
う
″

　
来
年
の
年
賀
状
は
版
画
で
出
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
宇
沿
公
民
館
サ

ー
ク
ル
連
絡
協
議
会
で
は
、
版
画

教
室
を
開
き
乖
ｙ
。
意
外
と
簡
単

に
出
来
求
ｙ
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
：
Ｈ
月
1
7
9
　
㈹
、
2
4
日

脚
（
２
回
連
続
）
、
い
ず
れ
も
午

後
Ｌ
時
半
ト
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
…
宇

治
公
民
館
▼
内
容
・
・
・
年
賀
状
用
の

版
画
制
作
▼
定
員
・
・
・
2
5
人
（
先
着

順
）
▼
講
師
・
・
車
治
公
民
館
版
画

サ
ー
ク
ル
会
員
▼
費
用
・
・
・
二
百
円

　
（
材
料
費
）
▼
持
参
品
・
：
彫
刻
刀

（
旦
ふ
セ
″
ト
程
度
）
、
バ
レ
ン
、

水
彩
用
絵
具
、
絵
筆
（
―
種
度
）
、

鉛
筆
、
図
案
や
絵
柄
▼
申
し
込
み

…
宇
治
公
民
館
へ
電
話
か
直
接
来

館
で
。
材
料
費
は
当
Ｅ
徴
収
し
ま

す
。
　
　
　
　
（
宇
治
公
民
館
）

　
い
き
い
き
健
康
講
座

　
～
明
る
い
生
活
の
た
め
に
～

　
自
分
や
家
族
の
饌
蚕
気
に
し

な
が
ら
も
、
且
星
活
の
忙
し
さ

の
中
で
は
つ
い
つ
い
…
と
い
≫
ｒ
≫
　
場

合
■
０
多
い
ぷ
ヌ
ヤ
。
明
る
ぐ
楽

し
い
牛
活
翁
哭
キ
た
め
に
、
成

人
病
予
防
の
正
し
い
知
識
と
、
心

身
の
慟
吊
保
健
に
つ
い
て
学
び
、

積
極
的
な
健
康
づ
ぐ
昨
念
琴
め
ま

し
ょ
う
。

　
あ
な
た
と
家
族
の
健
康
の
た
め

に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
日
程
・
内
容
…
左
下
表
▼
と

こ
ろ
…
広
野
公
民
館
▼
対
象
…
市

民
▼
定
員
・
・
・
4
0
人
（
先
着
順
）
▼
申

木幡公民館まつり(第II・川部)の日程表

月　日 内　　　　　容

第

II

部

11/ 7
　(土)

○講演会　　午前10時~正午
　･･テーマ…気になる成人病予防と対策
　･･講　師…京都府立医大教授
　　　　　　　　近藤　元治さん

○つどい　　正午～午後３時半
　　体操、新舞踊、コーラス、紙芝居､謡曲、

　　フォークダンス、スライド、アニメ映画
○模擬店　　正午～午後３時

　　きつねうどん、コーヒー（紅茶）

第

Ⅲ

部

11/14
　出

11/15
　(□)

○作品展示　　午前９時～午後４時

　　絵画､陶芸､パン､パッチワーク､染め物、
　　木工､書道､ちぎり絵､俳句､俳画､手工芸
　　｢いろいろなお茶｣の発表など学習発表
〇模擬店
　　14日Ct)=午前ｎ時～午後２時
　　お抹茶と和菓子、パン
　　15日(日)=午前11時～午後２時
　　焼そば、山菜めし、おでん、
　　お抹茶と和菓子、ぜんざい

市民アトリエ木彫教室の日程表
し
込
み
…
電
話
ま
た
は
直
接
来
館

で
（
保
育
あ
り
）
。
（
広
野
公
民
館
）

　
ひ
ろ
の
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｈ

　
～
子
ど
も
の
心
の
発
遣
～

　
広
野
公
民
館
サ
ー
ク
ル
「
共
に

集
呂
合
で
は
'
　
Ｈ
ａ
ｗ
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
奎
騏
い
、
心
の

騏
蓮
に
は
何
が
大
切
か
を
、
み
ん

な
で
考
え
学
び
ま
す
。
多
数
ご
参

加
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
・
1
1
月
1
8
日
困
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
広
野
公

民
館
▼
テ
ー
了
・
四
万
も
の
破

壊
性
と
思
い
や
り
に
つ
い
て
▼
講

師
・
：
京
都
大
学
教
育
学
部
研
修
員
、

山
本
昌
輝
”
ん
▼
会
費
・
・
・
三
百
円

▼
参
加
・
：
当
日
会
場
へ
’

　
な
お
、
―
歳
以
上
の
幼
児
1
　
0
人

ま
で
保
育
し
乖
支
お
や
つ
代
五

十
円
が
必
要
）
。
ま
た
、
視
聴
覚
や

そ
の
外
の
４
体
に
障
害
が
あ
る
人

の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。
必
要
に

応
じ
て
介
助
、
手
話
通
訳
な
ど
を

回 月　日 内　　　　容

１ 11/12困 開講式・オリエンテーション彫刻刀の使い方・研ぎ方　図案を写す

２ n/i9困
形をのこぎりで切る(手動・電動)
彫り込む

３ n/2ね 彫り込む　図案彫り、側裏面彫り、
　　　　　片切り彫り、すぐ彫り

4｀12/3 木 形成の仕上げ.着色の話し、トノコ着色

５ lZ/lO{ね 着色、仕上げ、互評会

行
い
未
了
。
保
育
を
ご
希
望
の
人
、

介
助
、
手
話
通
訳
な
ど
が
必
要
な

人
は
、
十
一
月
酋
畠
蜜
で
に
岡

本
カ
ヨ
子
さ
ん
（
豊
⑩
5
5
3
6
）

へ
申
し
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
Ｊ

　
　
　
　
　
　
　
（
広
野
公
民
館
）

　
市
民
絵
画
展

　
出
展
作
品
を
募
集

　
恒
例
の
市
民
絵
回
展
は
、
十
二

月
二
日
閑
が
息
ハ
ら
聞
ま
で
、
中

央
公
民
館
で
開
催
。
こ
の
絵
画
展

へ
の
出
展
作
品
を
募
集
し
濠
ｙ
。

あ
な
た
の
力
作
を
ぷ
る
っ
て
ご
応

募
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
作
品
の
範
囲
・
：
日
本
画
、
洋

画
、
版
画
、
水
彩
画
▼
作
品
の
規

格
・
・
・
？
5
0
号
▼
出
品
数
・
・
・
人

Ｌ
Ｒ
▼
出
品
料
・
・
・
千
二
百
円
▼
応

募
資
格
・
：
市
民
ま
た
は
市
内
に
通

勤
・
通
学
ず
る
人
（
高
校
生
以
占

▼
申
し
込
み
・
・
。
1
1
月
1
6
日
間
ま
で

に
出
品
料
奎
添
え
て
、
社
会
教
育

課
へ
。
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

いきいき健康講座の日程表

と　　き 内　　　　容 講　師

　　11/18(相
午前9時w分~正午

「生活の中にmiを」各人の歩調に合わ･

せた具体的運動のとり入れ方について
大阪体育大学教授
細川磐さん

　　ll/25(*)
午ill時半～4時

「動脈硬化を防ぐには」医学的見地より

具体的に聞く

宇治久世医師会

和田勝さん

　12/2(10
午前10時～正午

「若さを保つための食參」高齢化時代の中での食事

の大切さを簡単なatを取り入れながら聞く

市(*健予防課
　栄養士

　　12/lね午後1時半-4時

｢健康は､丈夫な歯からJ－シソーノーローにつ

いて一歯の役割と歯を守るための対策について

宇治久世m科医師会

　久富明宏さん

　　12/1恥幻
午前10時一正午

「みつめよつ心の健m」ストレスを上手

にのりこえるには…

字^iSI啼en衛生ci員

金子和夫さん

11月は

啓発活動などを展開

　
十
一
月
は
「
全
国
青
少
年
健

全
育
成
強
調
月
間
ご
で
す
。

　
近
年
、
青
少
年
の
問
題
行
動

は
、
増
加
率
が
鈍
っ
て
い
る
も

の
の
、
な
お
高
い
水
準
に
あ
り
、

万
引
き
な
ど
の
初
発
型
非
行
の

多
発
や
い
じ
め
・
登
校
拒
否
の

問
題
な
ど
愛
慮
す
べ
意
旋
に

あ
り
未
丁
。

　
次
代
を
畑
フ
青
少
年
が
社
会

で
の
役
割
と
責
任
柴
目
覚
し
、

広
い
視
野
と
豊
か
な
情
操
を
垢

い
、
心
４
共
に
健
や
か
に
成
長

す
る
よ
う
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
青
少
年
に
目
牽
同
け
ま
し
よ

　
中
学
生
の
主
張
大
会

　
1
1
月
1
4
日
文
化
会
館
で

　
市
で
は
。
青
少
年
健
全
育
成

強
調
月
間
中
、
連
合
育
友
会
・

青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
な
ど

と
協
力
し
て
、
管
摺
動
や
中

学
生
の
主
張
大
会
か
行
い
ま
工

　
市
民
の
皆
章
ん
の
積
極
的
な

参
加
を
お
願
い
し
ま
ず
。

　
▼
啓
莞
嗣
・
・
・
Ｈ
月
１
日
～

８
日
、
各
地
域
青
少
年
健
全
育

成
協
議
会
が
各
地
区
で
。

　
▼
第
６
回
宇
治
市
中
学
生
の

主
張
大
会
・
・
・
1
1
月
1
4
日
出
、
午

後
１
時
半
ト
４
時
半
、
文
化
合
一

館
大
ホ
ー
ル
で
。
「
社
会
の
た

め
私
の
や
紅
た
い
こ
と
」
「
中

学
生
と
し
て
訴
え
た
い
こ
と
」

　
「
い
ま
家
庭
・
学
校
牟
活
で
考

え
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
市

内
の
中
学
校
代
表
1
8
人
が
意
見

を
発
表
し
ぎ
ヂ
。

　
▼
青
少
年
に
よ
る
ク
リ
ー
ン

宇
治
運
動
・
：
1
1
月
1
5
日
間
、
午

前
９
時
～
Ｈ
時
半
、
府
立
宇
治

公
園
と
市
内
各
所
で
。

　
　
　
　
　
（
青
少
年
対
策
室
）

人
権
擁
護
委
員
に

　
　
　
柴
田
さ
ん

　
　
　
藤
原
さ
ん
が
決
定

　
現
在
市
に
は
、
十
六
の
人
権

擁
護
委
員
が
お
ら
れ
ま
ｙ
。
こ

の
程
、
欠
員
と
な
っ
て
い
た
二

人
が
決
定
。
委
嘱
状
が
交
付
さ

れ
奔
し
た
。

〈
新
た
に
委
嘱
’
¢
れ
た
委
員
〉

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

○
柴
田
定
治
木
幡
平
尾
一
七

　
⊥
〈
三
（
豊
⑩
6
6
2
0
）

○
藤
原
了
孝
五
ヶ
庄
大
林
四

　
三
上
（
公
⑩
8
5
3
2
）

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
格
・

識
見
が
高
く
、
人
権
擁
護
へ
の

理
解
が
深
い
人
の
中
か
ら
市
長

が
推
薦
し
、
法
務
大
臣
が
委
嘱

す
る
も
の
で
、
任
期
は
三
年
で

す
。

　
人
権
に
関
す
る
こ
と
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
日
は
、
毎
月
第
一
木
曜
日
の

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

場
所
は
市
民
会
館
第
二
会
議
室

で
す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
厳

守
。
　
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

784

文化薫る秋　出かけよう
コンサート・講演会へ

　文化センター開館3周年

　宇治市

　第九コンサート

11月8日(日)

文化センター大ホール

　　　　　(折居台1丁目)

　●全席自由席

　〈大人3,000円/小･中学生1,500円〉

　・問い合わせ

　　チケットの販売　文化センター(電話20-211

1)

チケットのお求めはお早く

　
記
念
日
と
生
活
講
座

　
　
～
世
界
平
和
記
念
日
～

　
十
一
月
十
一
日
は
「
世
界
平
和

記
念
日
」
で
す
。
今
回
は
、
緊
張

が
続
く
ペ
ル
シ
ャ
湾
や
イ
ラ
ン
問

題
な
ど
を
中
心
と
し
た
最
近
の
世

界
状
勢
を
学
び
、
日
本
の
立
場
や

か
か
わ
り
方
な
芦
か
ら
、
平
和
に

つ
い
て
改
め
て
考
Ｉ
ヂ
。
多
数

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
…
Ｈ
月
1
0
日
脚
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
広
野
公

民
館
▼
定
員
…
3
0
人
（
先
着
順
）

▼
対
象
・
：
市
民
▼
講
師
・
：
京
都
新

‘
聞
社
論
説
委
員
、
三
宅
敏
央
さ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
（
広
野
公
民
館
）

　
第
６
回
菊
花
展

　
気
高
い
香
ひ
を
の
せ
て
秋
の
花

便
肛
が
届
章
ま
し
た
。
丹
精
込
め

て
作
っ
た
菊
の
花
が
、
会
場
い
っ

ぱ
い
に
秋
の
香
り
か
凛
わ
せ
て
皆

さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
ず
。
ご

家
族
お
>
ｖ
ろ
い
で
■
ｕ
観
賞
く
だ
さ

い
。

　
▼
と
き
・
・
・
Ｈ
月
1
4
日
出
＝
正
午

～
午
後
５
時
、
1
5
日
面
＝
午
前
９

時
～
午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
小
倉

公
民
館
▼
内
容
・
・
・
小
菊
盆
栽
・
懸

か
い
▼
主
催
…
小
倉
公
民
館
小
菊

盆
栽
サ
ー
ク
ル
。
（
小
倉
公
民
館
）

　
市
民
ア
ト
リ
エ

　
木
　
彫
　
教
　
室

　
一
枚
の
板
と
彫
刻
刀
夕
使
っ
て

ペ
ン
皿
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

i
ｔ
ｅ
ｙ
ｗ
日
常
木
Ｅ
診
や
り
Ｚ
ｙ

歴
史
資
料
館
特
別
展
　
1
2
月
1
3
日
（
日
）
ま
で
宇
治
の
仏
像
美
と
心
、
現
在
に

　　記念講演会

　11月15日（日）午後２時

　文化センター小ホール

和様と唐様一宇治の美術をめぐって一

　奈良教育大学教授　赤井達郎さん

全国青少隼健全育成強調月間

チケットのお求めはお早く
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昭
和
六
十
三
年
度
の
保
育
所
入

所
申
請
の
受
け
付
け
を
次
の
要
領

で
行
い
ま
す
。

　
〈
申
し
込
み
が
出
来
る
人
〉

　
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
現
在

で
、
生
堡
ハ
カ
月
以
上
六
歳
未
満

の
乳
幼
児
で
、
母
親
が
家
庭
ま
た

は
外
で
仕
事
を
し
て
い
た
り
、
病

気
な
ど
で
保
育
が
出
采
な
い
場
合

に
限
り
未
了
。

　
〈
申
込
用
紙
と
必
要
書
類
〉

　
申
込
用
紙
は
十
｝
月
九
日
側
以

降
に
各
保
育
所
（
園
）
吏
ぼ
、
福

祉
事
務
所
保
育
課
で
お
渡
し
し
ま

す
。
申
請
に
は
、
母
親
の
在
職
証

明
書
な
ど
保
育
出
来
な
い
旨
の
証

明
書
が
必
要
で
す
。
早
め
に
用
意

し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
〈
入
所
受
付
日
と
場
所
〉

　
下
表
の
日
程
で
集
中
受
付
か
仔

吋
つ
ま
く
渡
れ
る
か
な
（
１
０
月
2
3
日
、
横
島
保
育
所
で
）

保
健
の

お
知
ら
せ

　
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

　
の
服
用

　
大
月
四
日
團
か
ら
、
ポ
リ

オ
（
急
性
灰
白
髄
炎
）
生
ワ
ク
チ

ン
の
服
用
が
始
ま
り
卓
子
。
日

時
・
会
場
な
ど
は
、
六
十
二
年

度
版
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と
手

び
き
」
を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
対
象
：
生
後
３
ヵ
月
か
ら

４
歳
未
満
の
間
に
２
回
服
用
（
六

週
間
以
上
あ
け
る
こ
と
）
▼
持

参
す
る
物
・
・
・
ａ
子
手
帳
と
問
診

表
▼
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
タ
服

用
出
来
な
い
子
・
：
①
三
種
混
合

予
防
接
種
公
居
そ
一
週
間
以

内
②
は
し
か
、
お
た
ふ
く
か
ぜ

予
防
接
種
を
受
け
て
一
ヵ
月
以

内
③
は
し
か
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
、

風
し
ん
、
水
ぽ
う
そ
ラ
が
治
っ

て
１
ヵ
月
以
内
④
と
び
ひ
、
水

い
ぽ
、
手
足
口
病
に
か
か
っ
て

い
る
子
⑤
熱
が
あ
る
子
（
三
十

七
度
以
上
）
▼
問
い
合
わ
せ
・
：

い
未
了
。

　
な
お
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で

集
中
受
付
で
申
し
込
み
が
出
来
な

い
人
は
、
十
二
月
二
土
八
日
出
の

正
午
ま
で
、
保
育
課
で
受
け
付
け

水
子
。

　
〈
引
き
続
き

　
　
入
所
希
望
の
場
合
〉

　
昭
和
六
十
三
年
度
も
引
き
続
い

て
入
所
を
ご
希
望
の
人
は
、
入
所

申
請
書
と
保
育
出
来
な
い
旨
の
証

明
書
な
藍
王
に
二
月
七
日
側
か
ら

保育所入所申請の集中受付日程表十
二
日
出
ま
で
に
、
現
在
入
所
中

の
保
育
所
（
園
）
へ
提
出
し
て
ぐ
だ

さ
い
。

産
休
明
け
・
昼
間
里
親
保
育
も

　
　
申
し
込
み
受
け
付
け

　
昭
和
六
十
三
年
二
月
二
日
ま
で

に
出
生
届
け
出
が
さ
れ
た
乳
児
に

つ
い
て
も
、
保
育
の
申
し
込
み
が

出
来
未
了
。
産
休
明
け
保
育
忿
行

つ
て
い
る
保
育
所
（
園
）
は
、
北
木

幡
・
善
法
・
宇
治
・
横
島
・
北
小

倉
・
小
倉
双
葉
園
・
大
久
保
保
育

所
と
、
な
か
よ
し
・
明
星
・
あ
さ

ひ
・
く
り
く
ま
保
育
園
の
十
一
力

保
健
予
防
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）

へ
。
　
な
お
、
各
会
場
共
、
車
で
の

ご
来
場
は
ご
游
混
一
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

　
就
学
時
の

　
　
　
健
康
診
断

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
十
一

月
五
日
閑
か
ら
農
学
時
の
健
康

診
断
を
各
小
学
校
で
行
い
李
哭

　
来
年
四
月
か
ら
小
学
校
へ
入

学
す
る
の
は
、
昭
和
五
土
（
年

四
月
二
日
か
ら
五
十
七
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
で

す
。
対
象
と
な
る
子
供
の
保
護

者
の
皆
さ
ん
に
は
、
既
に
通
知

し
て
い
車
ｙ
。
必
ず
受
診
し
て

所
（
園
）
で
す
。

　
ま
た
、
個
人
の
家
庭
で
保
育
す

る
昼
間
里
親
制
度
の
利
用
者
も
募

集
し
ホ
ず
。

　
こ
れ
ら
の
制
度
盈
硝
Ｔ
？
ハ

は
、
十
二
月
八
日
㈹
か
庖
〈
十
三

年
二
月
二
日
㈹
の
午
後
四
時
ま
で

に
、
福
祉
事
務
所
保
育
課
へ
申
し

込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。
（
保
育
課
）

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
通
知
が
届
い
て
い
な

い
人
は
、
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
学
校
教
育
課
）

一
…
…
…
…
…
…
…
。
。
：
一

ごぞんじですか

　検察審議会

　
交
通
事
故
や
詐
欺
、
お
ど
し

な
ど
の
被
害
に
遭
っ
た
の
に
、

検
察
官
が
加
害
者
を
裁
判
に
か

け
て
ぐ
れ
な
い
Ｉ
ど
シ
≪
5
納
得

出
来
な
い
、
こ
の
よ
ラ
な
人
の

た
め
に
、
検
察
審
査
会
が
あ
り

毒
了
。
検
察
審
査
会
は
、
検
察

官
が
事
件
か
起
訴
し
な
か
っ
た

こ
と
の
善
に
悪
し
を
審
査
す
る

の
が
主
な
仕
事
で
す
。

　
審
査
員
の
選
び
方

　
各
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員

会
は
、
選
挙
人
名
簿
に
驀
つ
き
。

く
じ
で
検
察
審
査
員
の
候
補
者

を
選
び
ま
ず
。
次
に
候
補
者
の

中
か
ら
検
察
審
査
会
事
務
局
が
、

再
び
く
じ
で
十
一
人
の
検
察
審

査
員
を
決
め
ま
ず
。
ま
た
、
審

査
員
が
欠
員
に
な
っ
た
時
な
ど

の
た
め
に
、
補
充
員
も
同
じ
方

法
で
決
め
毒
了
。

　
検
察
審
査
員
は
、
法
律
の
専

門
知
識
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

　
あ
な
た
が
、
検
察
審
査
員
に

選
ば
れ
た
と
き
は
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
毒
了
。

　
　
　
　
（
選
挙
管
理
委
員
会
）

･ S S W

－

票
の
配
布
・
回
収
奎
汀
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
　
調
査
し
た
事
柄
は
統
計
の
た

め
だ
け
に
使
い
、
そ
れ
以
外
に

使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
あ
り
の
ま
ま
を
記
入
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
調
査
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
企
画
課
（
豊
⑩
3
1

4
1
）
へ
。
　
　
　
（
企
画
課
）

　
な
お
、
相
談
所
で
は
保
険
料

の
徴
収
も
行
い
未
了
。

　
▼
1
1
月
1
0
日
叫
ａ
木
幡
公
民

館
▼
‥
１
１
月
‥
１
１
日
出
＝
（
株
）
ニ
チ

ぞ
大
久
保
店
▼
1
1
月
1
2
日
閑
＝

（
株
）
関
西
西
友
宇
治
店
。
時
間

は
い
ず
れ
も
、
午
前
1
0
時
～
正

午
と
午
後
１
時
～
４
時
。

　
　
　
　
　
　
（
保
険
年
金
課
）

　
社
会
保
険
相
談
所

　
十
一
月
の
相
談
日
程
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
1
1
月
1
3

日
出
＝
小
倉
公
民
館
、
‐
冊

日
出
＝
広
野
公
民
館
、
時
間
は

い
ず
れ
も
午
後
Ｌ
時
か
ら
４
時

ま
で
。

　
年
金
や
健
康
保
険
な
ど
は
、

市
民
に
と
っ
て
身
近
な
社
会
保

険
制
度
で
す
。
そ
の
仕
組
み
な

ど
に
つ
い
て
、
毎
月
定
例
的
に

市
内
の
公
民
館
で
相
談
所
を
開

設
し
て
い
未
す
。
当
日
は
、
社

会
保
険
相
談
員
が
相
談
に
応
じ

毒
了
。
お
気
軽
に
お
越
し
ぐ
だ

さ
い
。
　
　
　
（
保
険
年
金
課
）

785

月日 受付場所 ti象保育所（園）

12/8
(火)

明星保育m
北木幡保育所・木幡保育所・明星保育園

のぼり保育園・なかよし保育園

南浦保育園 伊勢田保育園・西小倉保育所
北小倉保育所・南浦保育園

ヅ
大久保保育所大久保保育所・同胞保tr園

くりくま保育園

横島保育所 いずみ保育園・横島保育所

12/10
(木)

ひいらぎ保育園 ひいらぎ保育園一広野保育所
小倉双葉園保育所

あさひ保育園
三室戸保育:a･あさひ保tria
宇治保育所

善法保育所 善法保育所

○受付時間は、いずれも午前10時～午後４時です。

　
総
務
庁
で
は
、
全
国
物
価
統

計
調
査
少
将
い
未
了
。

　
こ
の
調
査
は
、
私
た
ち
の
消

費
生
活
に
と
っ
て
重
要
な
商
品

の
価
格
や
サ
ー
ビ
ス
料
金
な
ど

を
調
査
し
、
経
済
運
営
の
基
礎

資
料
を
作
成
す
る
た
め
に
行
う

も
の
で
す
。

　
本
市
で
は
、
十
一
月
上
旬
か

ら
調
査
員
が
店
舗
や
事
業
所
を

訪
問
し
、
調
査
の
依
頼
と
調
査

年金相談所を開設

11月10日から３会場で

　
市
で
は
、
十
一
月
十
日
叫
か

ら
社
会
保
険
事
務
所
と
共
に
、

市
内
三
会
場
で
年
金
相
談
所
を

開
設
し
ま
チ
。

　
昨
年
四
月
か
ら
年
金
制
度
が

変
わ
り
ま
し
た
。
ど
の
年
金
制

度
に
も
加
入
し
て
い
な
い
人
、

国
民
年
金
保
険
料
か
納
め
ら
れ

な
い
人
、
ど
の
よ
う
な
時
に
ど

の
よ
シ
な
年
金
が
舜
７
討
］
る

の
か
な
ど
、
自
分
の
年
金
に
疑

問
や
不
安
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ

お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

　
家
庭
用
は
か
り
の

　
　
無
料
検
査

　
家
庭
用
は
か
り
（
ヘ
ル
ス
メ
ー

タ
ー
、
キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー
ル
な
ど
）

の
精
度
確
認
無
料
検
査
か
行
い
ま

す
。

　
▼
と
き
・
：
Ｈ
月
５
日
閑
、
午
前

1
0
時
～
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ
…
宇

治
市
役
所
▼
主
催
…
京
都
府
計
量

協
会
。
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

　
入
門
講
習
会

　
▼
と
き
・
・
・
Ｈ
月
５
日
閑
か
m

週
木
曜
日
３
ヵ
月
間
、
昼
の
部
＝

午
前
1
0
時
～
正
午
、
夜
の
部
＝
午

後
７
時
～
９
時
（
い
ず
れ
か
希
望

の
時
間
）
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
公
民

館
▼
受
講
料
・
・
・
三
千
円
（
教
材
費

夕
含
む
）
▼
申
し
込
み
・
：
宇
治
エ

ス
ペ
ラ
ン
ト
会
、
中
村
日
出
男
さ

ん
（
公
⑩
2
0
4
7
）
へ
。
講
習
開

始
日
に
会
場
で
も
営
け
付
け
▼
主

催
・
・
・
宇
治
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
会
。

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
在
宅
障
害
者

　
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス

　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
社

会
福
祉
協
議
会
（
豊
⑩
５
６
５
０
・

５
６
５
４
、
ミ
ニ
フ
ァ
ッ
ク
ス
容

⑩
0
8
5
7
）
へ
。

　
〈
料
理
教
室
〉

　
▼
と
き
・
：
1
1
月
2
1
日
出
、
午
後

Ｌ
時
半
～
ｔ
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
京

都
文
款
短
期
大
学
▼
内
容
・
・
・
洋
風

の
日
常
食
▼
指
導
…
京
都
文
款
短

期
大
学
教
授
・
飯
塚
久
子
さ
ん
▼

材
料
費
・
・
・
五
百
円
▼
持
参
品
・
・
・
エ

　ごうちゃんは、よちよち歩きで

電車ごっこと水遊びをします。

　この欄に掲載するお子さん（61

年11月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

プ
ロ
ン
、
三
角
去
ん
、
布
き
ん
、

筆
記
用
具
▼
対
象
…
聴
覚
言
語
障

害
者
▼
申
し
込
み
期
限
・
・
・
Ｈ
月
1
0

ぼ
㈹
ま
で
。

　
〈
ボ
ー
リ
ン
グ
教
男

　
▼
と
き
・
：
員
厖
日
面
、
午
後

Ｌ
時
半
Ａ
蒔
半
▼
と
こ
ろ
…
醍

醐
ボ
ウ
ル
▼
費
用
・
・
・
四
百
円
（
２

ゲ
ー
ム
、
靴
券
塞
苔
）
▼
対
象

・
：
肢
体
障
害
者
・
車
い
す
利
用
者

　
（
送
迎
の
必
要
な
人
に
は
出
来
る

限
り
送
迎
し
乖
ｙ
）
▼
申
し
込
み

期
限
…
1
1
月
７
日
出
ま
で
。

　
〈
陶
芸
教
室
〉

　
▼
と
き
・
・
・
Ｈ
月
一
１
１
日
困
か
屋

週
水
曜
日
、
午
前
1
0
時
～
午
後
４

時
▼
と
こ
ろ
…
総
合
福
祉
会
館
▼

指
導
・
・
家
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
サ
ー

ク
ル
「
琵
琶
窯
陶
苑
」
▼
参
加
費
・
・
・

粘
土
代
実
費
て
対
象
・
：
在
宅
障
害

者
▼
申
し
込
み
期
限
・
・
・
随
時
深
け

付
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
襲
福
祉
協
議
会
）

　
市
民
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
…
１
１
一
月
８
日
㈲
、
午
前

１
時

1
5
分
、
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
前
集
合

（
雨
夫
の
場
合
は
Ｕ
侭
甘
）
▼
コ

ー
ス
…
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
↓
帯
解
駅
↓

正
暦
寺
↓
天
理
駅
↓
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅

前
解
散
、
約
1
1
J
▼
準
僧
Ｔ
弁

当
、
水
筒
、
雨
具
な
ど
（
交
通
費

は
各
自
負
担
）
▼
問
い
合
わ
せ
…

木
村
長
次
さ
ん
（
豊
四
1
6
3
3
）

へ
▼
主
催
…
宇
治
市
歩
こ
シ
ジ
。

　
　
　
　
　
　
　
吊
民
体
育
課
）

　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

　
初
心
者
講
習
会

　
▼
と
き
・
：
‥
１
１
月
１
日
面
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
公

民
館
▼
内
容
・
：
基
本
ス
テ
″
プ
な

ど
▼
参
加
費
・
・
・
七
百
円
▼
持
菅
皿

・
・
・
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
か
ゴ
ム
底
の

靴
▼
申
し
込
み
…
当
日
、
直
接
会

場
へ
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
岡
村
光
芳

”
ん
（
豊
⑩
4
3
4
3
）
〈
▼
主
催

・
：
宇
治
市
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
同
好

必
一
。
　
　
　
　
吊
民
体
育
課
）

　
パ
ソ
コ
ン
中
級
講
座

　
簡
単
な
言
語
か
使
っ
て
シ
ス
テ

ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
、
よ
り
高

度
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
利
用
方

法
を
学
習
し
康
ｙ
。

　
▼
と
き
・
・
・
Ｈ
月
1
7
日
㈹
、
1
9
日

出
、
2
4
日
Ｓ
'
2
6
日
俐
、
3
0
日
側
、

1
2
月
２
日
出
、
４
日
面
、
７
日
側
、

９
日
伽
、
Ｈ
日
面
、
1
4
日
間
、
1
8

日
１
'
2
1
日
側
、
苔
吊
の
全
1
4

回
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時

半
ト
９
時
▼
と
こ
ろ
・
：
城
南
地
域

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
伊
勢
田
町

新
中
ノ
荒
9
1
一
の
８
）
▼
対
象
・
・
・
パ

ソ
コ
ン
初
級
講
座
夕
終
了
し
た
人

か
同
程
度
の
人
▼
定
員
・
・
・
2
0
人
（
先

着
順
）
▼
受
講
料
玉
万
円
（
教
材

費
牽
含
む
）
▼
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
…
Ｈ
月
1
0
日
叫
ま
で
に
城

南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
豊

＠
0
6
8
8
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

全
国
物
価
統
計
調
査

　
　
ご
協
力
を

今
月
は
雇
用
保
険
不
正
受
給
防
止
啓
発
月
間

毒
物
・
劇
物
危
害
防
止
運
動
　
　
1
1
月
１
日
～
3
0
日

6
3
年
度

保
育
所
の
入
所
申
請

小
倉
町
西
浦

　
佐
藤
　
剛
一
ち
ゃ
ん

保健

のお

知ら

せ

63年度
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　　献血

●18日(コピア〈株〉関西工場=

10時～正午、

　宇治黄柴病院=

13時半～15時半)。

　　飼えなくなった犬・猫の引き取り

●毎週月曜日(宇治保健所一午前９時～lOli

半)。

　　相談あんない

●青少年相談(25日、市民会館u時～16時)

●s.記相談(10日、総合福祉会館13時半～1

時半)。

●京都府交通事故相談(4日,

18日、京都月

宇治地方振興局a@2049,

9時～16時)。

交通事故の法律問題、示談のしかた、賠<1

額の算定。訴訟や調定のしかた、自賠責保

険の利用のしかたなど、お気軽にご相談く

ださい。相談は無料、秘密は厳守。

…………………………………………………………………l

　社会福祉協議会の法律（定貝10人）・年

金・結婚・心配ごとなどの相談日程や、：

行政・人権・消費生活・精神薄弱者相談｜

の日程は, 62年度版「市民カレンダーと：

手びき」に掲載。ご利用ください。　　ｌ

　このほか、市政相談と一般生活相談は：

市役所市民相談室で、消費苦情相談は商：

工観光課で、教育相談は教育委貝会で、：

日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相：

談は月～金曜日の10時~16時に総合福祉ｉ

会館3 階の家庭児童相談室（S⑩8698) j

で。　　　　　　　　　　　　　　　　:

…………………………………………………………………j

危険物ゴミは

　出さないでネ
　
家
庭
か
ら
出
る
「
燃
え
な
い
ゴ

ミ
」
の
中
に
は
、
ス
プ
レ
ー
缶
や

携
帯
用
カ
ー
ト
リ
″
ジ
式
ガ
ス
ボ

ン
ベ
な
ど
、
可
燃
性
ガ
ス
を
使
用

し
て
い
る
も
の
が
数
多
く
混
じ
っ

て
い
ま
す
。

　
可
燃
性
ガ
ス
が
残
留
し
た
ま
ま

破
砕
機
で
処
理
す
れ
ば
、
爆
発
し

て
機
械
を
故
障
さ
せ
る
だ
け
で
な

く
、
時
に
は
重
大
な
人
身
事
故
を

引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
爆
発
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
ひ
が
「
危
険
物
は
出
さ

な
い
、
出
す
際
に
は
十
分
に
今
・
‐
・

ル
を
守
る
」
－
。
こ
の
こ
と
を
常
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
の

　
処
理
マ
ナ
ー

■
ス
プ
レ
ー
缶
（
塗
料
、
殺
虫
剤
、

１
１
－
1
1
1

　〈ガスボンベ・農薬など〉

　プロパンガスボンベは、最寄り

の取り扱い店へ返却し、農薬類は

ゴミとして出さないでください。

　
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
消
火

器
な
ど
は
、
ゴ
ミ
と
し
て
出
’
｛
ヂ

に
、
最
寄
り
の
取
り
扱
い
店
へ
。

ま
た
、
花
火
や
農
薬
な
:
Ｖ
Ｍ
)
'
絶

対
に
出
さ
な
い
ぷ
つ
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
　
（
清
掃
事
務
所
）

ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
取
り
扱
い
店
へ

ワ
″
ク
ス
な
ど
）
や
携
帯
用
ガ

ス
ボ
ン
ベ
（
主
に
力
‐
‐
ト
リ
ッ

ジ
式
）
な
芦
ほ
、
穴
を
あ
け
て

ガ
ス
盈
琢
き
、
つ
ぷ
す
。

■
灯
油
缶
、
塗
料
缶
（
シ
ン
才
・
‐

　
類
も
）
、
ス
ト
ー
ブ
の
石
油
タ
ン

　
ク
は
中
身
金
窒
に
空
に
し
、

　
缶
類
は
つ
ぶ
て
。

786

宇
治
市
中
央
図
書
館
（
酋
⑩
1
5
1
1
）

　
保
健
・
衛
生
・
相
談
・
移
動
図
書
館
（
1
1
月
分
）

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

移
動
図
書
館

11月の燃えないゴミ・し尿収集日程表

燃えないゴミ（市役所清掃事務所電話22－3141） し尿（城南衛生管理組合電話075－631－5171）ト

し尿収集の届け出を
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